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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 36,948 1.0 1,574 12.6 1,571 5.7 846 7.6
24年3月期第2四半期 36,565 △6.9 1,399 △54.8 1,487 △52.3 786 △33.4

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 902百万円 （36.6％） 24年3月期第2四半期 660百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 37.36 ―

24年3月期第2四半期 34.71 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 87,988 56,958 64.2
24年3月期 86,524 56,363 64.8

（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  56,526百万円 24年3月期  56,026百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00

25年3月期 ― 18.00

25年3月期（予想） ― 18.00 36.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 78,000 3.5 3,700 44.1 3,800 34.0 2,200 55.4 97.09



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料P.４ 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」 をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注） 「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料P.４ 「２．サマリー情報
（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積もりの変更・修正再表示」 をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３ 「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」 をご覧
ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 23,652,550 株 24年3月期 23,652,550 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 992,615 株 24年3月期 992,186 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 22,660,218 株 24年3月期2Q 22,660,428 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要や消費の堅調を背景に、緩やかな回

復経路を辿る一方で、長期化する円高や電力供給の制約等による景気の下振れリスクを内包する状況で推移いたし

ました。また、欧州債務問題を背景にした海外景気の減速感の広がりや、中国ほか新興国における経済成長の鈍化

など、海外経済においても依然として先行き不透明な環境は続いており、その感は一層強まる状況となっておりま

す。

このような事業環境のもと、当社グループでは、持続的成長を果たすべく、４月の新事業年度の開始とともに平

成27年３月までの３年間を対象として策定した「中期経営計画」に則った取り組みを開始いたしました。

先の震災により大きな影響を被った「海藻」をはじめとする主力事業での「復旧・復興」を果たし、着実な成果

獲得を目指すべく、以下の方針に沿った諸施策に着手しております。

◇中核事業での国内外マーケットシェア拡大と収益力向上

◇海外事業を成長エンジンと見据えた運営（開発・生産・販売）の強化

上記の結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、欧州地域の景気低迷の影響を大きく受けている

水産加工品が低調に推移したこともあり、海外事業での減少はありましたが、国内においては市販ドレッシングが

前期終盤から引き続き伸長したことに加え、震災後の復旧の進捗に合わせて販売を再開した海藻商品の実績化の寄

与もあり、売上高は369億48百万円（前年同期比3億82百万円、1.0％増）となりました。

利益面では、前年同期は震災の影響を受け見合わせた販売促進活動について、当期は積極的な展開を図ったこと

による経費の増加があったものの、国内食品事業を中心とする売上高の増加に伴う収益の実績化がそれを吸収し、

営業利益は15億74百万円（前年同期比1億75百万円、12.6％増）、経常利益は15億71百万円（前年同期比84百万

円、5.7％増）となりました。

四半期純利益は、特別利益として震災関連での補助金収入3億69百万円などを計上し、特別損失として固定資産

圧縮損3億17百万円などを計上しました結果、8億46百万円（前年同期比59百万円、7.6％増）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

（国内食品事業）

『家庭用食品』では、市販ドレッシングが、前期に発売した「くせになるうま塩」、「セレクティあめ色玉ね

ぎ」が引き続き高評価を得ていることに加え、前期終盤に入り伸長を示した「青じそ」に代表される主力レギュラ

ー品についても、その後の積極的な販売プロモーションが奏功し、売上は前年同期を大きく上回りました。

前期、震災により大きな影響を被った海藻商品につきましては、グループを挙げての「復旧・復興計画」の進捗

に伴う生産・販売の再開と販売促進策により、『家庭用食品』、『業務用食品』ともに売上は前年同期を上回りま

した。

『加工食品用原料等』でも、ビタミンＥ製品に厳しい原料事情があるものの、改良剤製品が堅調に推移した結

果、売上は前年同期を上回りました。

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から24億28百万円（9.8％）増加した271億60百万円となりまし

た。

（国内化成品その他事業）

『化成品（改良剤）』では、食品用ラップ（防曇剤）・家電向けなどの分野が低調な状況にあった一方、農業用

フィルムに加えて、自動車部品向けがエコカー補助金効果もあって好調に推移しました。尚、復興需要が期待され

た建築資材関連では、未だ顕著な動きは見受けられないまま推移しました。

『その他』の事業では、飼料用油脂の売上が低調に推移し、売上が前年同期を下回りました。

この結果、当セグメントの売上高は、ほぼ前年同期並みの28億62百万円となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（海外事業）

欧州地域における債務問題に端を発する金融不安のあおりを受け、各地域が景気の下振れリスクを内包するなか

で、その影響は、これまで高い成長を示してきた中国をはじめとする新興国にも及ぶに至りました。当社事業にお

いても、中国の青島福生食品有限公司で取り扱う水産加工品の欧州向け出荷が大きく減少しました。また、円高の

長期化も相俟って、改良剤製品につきましても、前年同期の売上を若干下回る結果となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から20億74百万円（22.2％）減少した72億56百万円となりまし

た。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当四半期連結会計期間末の総資産は879億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億63百万円増加しまし

た。主な増加はたな卸資産34億69百万円であり、主な減少は現金及び預金14億48百万円、受取手形及び売掛金5億

44百万円であります。

負債は310億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ8億68百万円増加しました。主な増加は短期借入金10億99

百万円、未払法人税等4億96百万円であり、主な減少はその他流動負債（設備投資にかかる支払債務の減少など）9

億78百万円であります。

純資産は569億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ5億94百万円増加しました。利益剰余金は四半期純利益

の計上8億46百万円、配当金の支払4億7百万円により4億38百万円増加しました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

海外経済が先行き不透明な環境にある中で、欧州地域における景気状況も依然として停滞傾向が継続しておりま

す。このあおりを受け、中国の青島福生食品有限公司で取り扱う水産加工品の欧州向け出荷が大きく減少している

ことは、「（１）連結経営成績に関する定性的情報」の項で触れたとおりであり、今後においてもこの影響によ

り、当該事業の売上については想定を下回る見通しです。

この状況を踏まえ、平成24年４月26日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたします。

単位：百万円（１株当たり当期純利益は円）

（注）上記業績予想は、現時点において想定できる経済情勢、市場動向や事業環境などを前提として作成したもの

であり、今後の様々な要因変化により予想と実際の業績が異なる可能性があります。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回（４月26日）発表予想（Ａ） 80,000 3,700 3,800 2,200 97.09

今回修正予想（Ｂ） 78,000 3,700 3,800 2,200 97.09

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 － － － －

増減率（％） △2.5 － － － －

（ご参考）

前期実績（平成24年３月期）
75,398 2,567 2,836 1,415 62.47
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ 百万円増加しております。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

11
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,710 14,261

受取手形及び売掛金 19,896 19,352

有価証券 815 983

商品及び製品 5,337 6,218

仕掛品 2,776 4,005

原材料及び貯蔵品 4,648 6,007

その他 1,932 1,844

貸倒引当金 △15 △12

流動資産合計 51,101 52,662

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,251 11,224

機械装置及び運搬具（純額） 7,515 7,490

その他（純額） 4,277 4,290

有形固定資産合計 23,044 23,005

無形固定資産 721 742

投資その他の資産

投資有価証券 10,004 9,929

その他 1,663 1,664

貸倒引当金 △10 △15

投資その他の資産合計 11,657 11,578

固定資産合計 35,423 35,326

資産合計 86,524 87,988

理研ビタミン㈱　（4526）　平成25年3月期　第2四半期決算短信

-5-



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,938 10,028

短期借入金 8,710 9,810

未払法人税等 93 589

引当金 830 837

その他 6,369 5,390

流動負債合計 25,941 26,656

固定負債

長期借入金 234 163

退職給付引当金 1,731 1,835

その他 2,253 2,373

固定負債合計 4,219 4,373

負債合計 30,161 31,030

純資産の部

株主資本

資本金 2,537 2,537

資本剰余金 2,466 2,466

利益剰余金 52,315 52,754

自己株式 △2,578 △2,579

株主資本合計 54,741 55,178

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,662 2,827

繰延ヘッジ損益 28 24

為替換算調整勘定 △1,405 △1,504

その他の包括利益累計額合計 1,285 1,347

少数株主持分 337 431

純資産合計 56,363 56,958

負債純資産合計 86,524 87,988
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

売上高 36,565 36,948

売上原価 26,450 25,916

売上総利益 10,114 11,031

販売費及び一般管理費 8,715 9,457

営業利益 1,399 1,574

営業外収益

受取利息 22 17

受取配当金 148 147

その他 111 77

営業外収益合計 281 242

営業外費用

支払利息 167 167

その他 26 78

営業外費用合計 193 245

経常利益 1,487 1,571

特別利益

投資有価証券売却益 － 20

受取補償金 274 －

補助金収入 － 369

その他 20 6

特別利益合計 294 396

特別損失

固定資産除却損 62 29

固定資産圧縮損 － 317

減損損失 － 51

投資有価証券評価損 105 125

災害による損失 296 －

その他 3 22

特別損失合計 467 546

税金等調整前四半期純利益 1,314 1,421

法人税等 519 566

少数株主損益調整前四半期純利益 795 854

少数株主利益 8 7

四半期純利益 786 846
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（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 795 854

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 275 164

繰延ヘッジ損益 △53 △1

為替換算調整勘定 △357 △114

その他の包括利益合計 △134 47

四半期包括利益 660 902

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 692 908

少数株主に係る四半期包括利益 △32 △6
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用 百万円、棚卸資産の調

整額 百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用 百万円、棚卸資産の調

整額 百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

報告セグメントに係る該当事項はありません。なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結損益計算

書の特別損失に計上しております減損損失 百万円は、いずれの報告セグメントにも配分されていない遊休資産の

地価下落によるものです。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

国内
食品事業

国内化成品
その他事業

海外事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 24,723 2,862 8,979 36,565 － 36,565

セグメント間の内部売上高

又は振替高
8 － 352 360 (360) －

計 24,732 2,862 9,331 36,926 (360) 36,565

セグメント利益 1,104 217 175 1,496 (97) 1,399

△145

47

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

国内
食品事業

国内化成品
その他事業

海外事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 27,154 2,862 6,931 36,948 － 36,948

セグメント間の内部売上高

又は振替高
6 － 325 331 (331) －

計 27,160 2,862 7,256 37,280 (331) 36,948

セグメント利益 1,550 188 102 1,841 (267) 1,574

△175

△91

51
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